
令和６年度の執行体制について

令和６年４月１日実施

1

http://www.pref.kyoto.jp/index.html


令和６年度執行体制見直しのポイント
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◆「あたたかい京都づくり」の加速化に向けた執行体制の強化

「安 心」 「温もり」 「ゆめ実現」

①総合計画の着実な推進

②複雑・多様化する課題に迅速かつ的確に対応

③時代に即した行政運営への転換



◆「あらゆる危機事象」への対応に向けた体制整備

〇 「あらゆる危機事象」に迅速・的確に対応するため、現行の危機管理体制を更
に強化 ⇒ 危機管理監を補佐する「副危機管理監」を新設

○ 激甚化・頻発化する自然災害への対応力の強化

「安 心」①

【２名増員】
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全ての営みの土台となる「安心」の実現に向けた執行体制の強化

【１名増員】

災害発生時に備えた体制の強化（有事）

→ 備蓄倉庫の最適化及び防災システムの最新化に向けた人員体制の強化
→ 防災スペシャリスト養成のための国への職員派遣（R５～継続実施）

地域の防災力の強化（平時）

→ 近畿府県合同防災訓練の実施など、平時の防災力強化に向けた取組を推進
する体制を強化



◆公営事業の更なる効果的・効率的な運営に向けた体制整備

○ 公営事業を実施する３課を再編し、広域化・共同化の推進及び市町村上下
水道事業の運営・整備の支援体制を強化
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事業の運営・整備
市町村支援

公営企画課

建設整備課

水環境対策課

公営企業経営課

水道政策課

下水道政策課

＜現行＞ ＜再編後＞

再編

総務・経理・経営

日々の生活の基盤づくりに向けた執行体制の強化「安 心」②



◆子育て環境日本一・京都の加速化に向けた体制整備

○ 「こども・青少年総合対策室」及び「家庭支援課」を
「こども・子育て総合支援室」及び「家庭・青少年支援課」に再編
※青少年課題に一体的に対応

◆様々な業種における人材確保・定着に向けた体制整備

〇 府内中小企業のニーズに応じた人材の確保・定着、育成支援のために
「京都企業人材確保センター」を京都テルサ内に開設し、
センターを統括する企画参事を「労働政策室」に配置

〇 畜産及び水産業を担う人材確保のための体制を強化

「温 も り」
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【１名増員】

【２名増員】

子育て環境日本一・京都の推進や人材確保・定着など府民の生活や絆
を守る「温もり」の実現に向けた執行体制の強化

【１名増員】



京都の活力の源である産業や観光、文化などの力を最大限発揮できる社会
づくりに向けた執行体制の強化

◆ものづくり産業の振興・支援の更なる取組推進に向けた体制整備

○ 工業、新産業、染織・工芸などの伝統産業など、ものづくり産業への支援体
制の整備 ⇒ 「同一の副部長が一体的に所管」

→ 生産から海外を含む販路開拓までを一体的に支援し、ものづくり産業の取

組を強力に推進

◆2025年大阪・関西万博に向けた体制整備

○ 機運醸成や展示準備等、オール京都体制による万博開催に向けた推進体制の
整備 ⇒ 「万博・地域交流課」を新設（１１名体制）

「ゆめ実現」
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【６名増員】



「あたたかい京都づくり」を支える、京都府行財政運営
方針の取組推進のための執行体制の強化

◆府有資産の有効活用に向けた検討体制の整備

○ 府有資産の最大限の活用に向け、「府有資産利活用検討プロジェクトチー
ム」を設置
⇒ 未利用の府有資産に加え、利用中の施設も対象として活用を検討

◆DX等の活用による庁内の業務改善に向けた体制整備

○ 専門コンサルタントとの連携の下、関係課等で構成する「行財政改善プロ
ジェクトチーム」を設置
⇒ デジタル技術等を活用した庁内業務の効率化の検討・推進

時代に即した行政運営への転換
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【１名増員】

【２名増員】


